
令和７年度第２回子ども・子育て会議_参考資料２
令和７年９月11日

子ども家庭部子ども政策課

指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

順調

96.7％と高い面接率を維持して
おり、引き続き、要支援者のさら
なる把握に努め、切れ目のない
子育て支援をめざしていく。

順調

宿泊型は令和4年度の77人か
ら370人へ順調に利用数が増
加しており、引き続き、産後ケア
事業のサービス形態や仕組み
について検討していく。

順調

オンラインによる妊婦面接は、
体調面への不安軽減だけでな
く、利便性向上にも繋がってお
り、順調に利用率を伸ばしてい
る。

順調

令和２年の事業開始時は遡及
申請が可能であったため件数
が多かったが、それ以降も事業
周知は徹底しており、満足度も
高く、支援ニーズには概ね応え
られている。

順調

「絵本のまち“板橋"」と関連付
けながら、アクティブユーザーを
さらに増やし、ユーザーのニー
ズに合わせた魅力ある情報発
信の充実を図っていく。

順調

昨年度比6,000件相談が増える
中、子どもや保護者に寄り添っ
た丁寧な対応ができており、引
き続き、24時間365日なんども
相談を周知していく。

支援課031 子どもなんでも相談 相談対応件数 69,058件
（現状：令和２年度末）
78,000件
（目標：令和７年度末）

27,871件 相談対応件数は減少したもの
の、内容は重篤化もしくは長期
化する傾向にあり、関係機関等
との緊密な連携に務めた。

026 子育て支援情報の発信 ア ク テ ィ ブ ユ ー
ザー数（１日に１回
アプリを開いた数）

利用者数増を目標とする
（目標：令和７年度末）

102,818件 子どもの成長記録や予防接種
スケジュール管理等の基本機
能のほか、各児童館のおすす
め絵本の紹介を取り入れたこと
で、アクティブユーザー数が昨
年度と比較して3,000件弱増加
した。

子育て支援課

8.17% 自宅安静や入院が必要で外出
が困難な妊婦がいるため、オン
ラインによる妊婦面接を実施し
ており、前年度と比較して利用
率が増加した。

健康推進課

016 多胎児家庭支援事業
（移動経費補助）

申請件数 198件
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

103件 年度当初に未申請の対象者宛
に勧奨通知を送付したほか、令
和6年度から電子申請を開始し
た。

健康推進課

009 オンラインによる妊婦面接
の導入

利用率 4.20％
（現状：令和４年度末）
5.00％
（目標：令和７年度末）

96.7% 「伴走型相談支援」と「経済的
支援」を一体的に実施してい
く。「出産子育て応援事業」に
て、妊娠期から出産子育てまで
の様々なニーズに即した支援
につなげた。

健康推進課

002 産後ケア事業（訪問型・宿
泊型）

利用者数 訪問型）676人
宿泊型）58人
（現状：令和２年度末）
利用者数増を目標とする
（目標：令和７年度末）

訪問型）延602人
宿泊型）実370人
通所型）実309人

通所型産後ケアを追加したこと
や申請方法を見直したことによ
り、前年度と比較し登録件数と
実利用人数が大幅に増加し
た。

健康推進課

001 妊婦・出産ナビゲーション
事業

面接率 96.80％
（現状：令和２年度末）
100％
（目標：令和７年度末）

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

Ⅰ-1 妊娠・出産・
子育ての切
れ目ない支
援
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

計画変更

令和４年から３年間待機児童ゼ
ロを達成し、令和７年４月時点
では再び待機児が７名発生し
たものの、欠員が多く生じてい
る状況に変わりなく、引き継続き
慎重に検討していく。

順調

令和6年度末時点で目標を達
成したが、令和7年度は令和6
年度に比べ在園児数が減少し
ており、引き続き事業の周知に
努めていく。

順調

Zoom研修の導入などにより、受
講者が参加しやすい環境を整
え、研修を充実させていく。

順調

保・幼・小間で情報交換の場を
設けることで、子どもたちのス
ムーズな就学支援につなげて
いくため、今後も保・幼・小の合
同研修を充実させていく。

達成

令和６年度の時点で既に目標
を上回る参加を得ており、引き
続き、地域イベント等におい
て、栄養や食生活についての
情報を提供していく。

学務課

067 食育の推進 事業参加者数 740人
（現状：令和２年度末）
4,000人
（目標：令和７年度末）

保育運営課

054 幼稚園・保育園・小学校交
流合同研修

参加園数 １回目は中止
２回目は動画配信
（現状：令和２年度末）
参加園数増を目標とする
（目標：令和７年度末）

実施回数　２回
　１回目　90園
　２回目　93園

小学校教諭に保育園での子ど
もの生活を伝える講義をした
後、近隣の保育園・幼稚園・小
学校でグループワークを実施
し、教員と保育士の交流の機会
を提供することで、保・幼・小連
携につなげることができた。

保育運営課

053 保育士研修の充実 参加人数 2,910人
（現状：令和２年度末）
参加人数増を目標とする
（目標：令和７年度末）

研修回数　145回
参加人数　4,054人

講義、保育実践報告、グルー
プワーク、振り返り研修など、内
容を充実させることで、保育の
質の向上につなげることができ
ている。また、Zoom研修を増や
したことで、受講者がより参加し
やすい環境を整えた。

6,997名 農業まつりや他課との連携イベ
ント、野菜摂取量充足度推定機
器を活用し、食育推進の普及を
行った。

健康推進課

051
区立幼稚園での３歳児保
育及び預かり保育の実施

032 保育施設の整備 保育施設定員数 13,792人
（現状：令和２年度末）
14,278人
（目標：令和７年度末）

13,329人 令和４年に待機児童ゼロを達
成して以降、欠員の問題が生じ
ている中、新規整備は慎重に
検討している。

子ども政策課
保育運営課

預かり保育
延利用者数

延2,000人
（目標：令和７年度末）

延2,300人 保育利用の手引きや区ホーム
ページに加え、チラシを作成
し、入園説明会や保護者会な
どで周知したほか、多様化して
いる保護者の働き方に応じて柔
軟に利用できるよう、利用時間・
料金を見直した。

Ⅰ-2 誰もが希望
する幼児教
育・保育の
支援

Ⅱ-1 子どもの命
と健康を守

ります
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

達成

令和６年度は目標を上回る105
か所に訪問できた今後も対面
方式と動画等両方を活用した
情報提供とフォローを進め、必
要な時期に必要な情報が届くよ
う検討していく。

順調

ワクチンの全国的な供給不足
により接種率が下がっていると
考えられる。引き続き、接種対
象者への適切な勧奨を進めて
いく。

順調

実施園数が順調に伸びてい
る。今後も、公私立園合同での
実施等によってさらなる周知と
成果向上を図っていく。

順調

優先整備路線を令和5年度2ｋ
ｍ、令和6年度7.5km、令和７年
度7.1ｋｍ整備予定である。

計画変更

残り２か所（板橋公園、四葉公
園）は、令和８年度に整備を完
了する計画へ変更した。引き続
きユニバーサルデザインに配慮
した公園整備を進めていく。

達成

既に目標を達成している。引き
続き、制度の周知に努めてい
く。

５か所（令和６年度整備
１か所）

山中児童遊園の改修にあたり、
説明会やワークショップ、アン
ケート等を実施し、公園利用者
のニーズに合った公園整備を
進めている。

みどりと公園課

158事業者 ホームページやSNS、街頭キャ
ンペーン、防犯講習会等を活
用し、制度の周知に努めてい
る。

防災危機管理
課

100 板橋セーフティー・ネット
ワーク

協力事業者数 129事業者
（現状：令和２年度末）
155事業者
（目標：令和７年度末）

096 公園のユニバーサルデザ
イン化

改修した公園数 ４か所
（現状：令和２年度末）
７か所
（目標：令和７年度末）

100園　2,323人 私立保育園園長会等で「げん
きっ子トラフィックスクール」の実
績や有効性を伝える取組等の
効果によって、実施園数が増加
している。

保育運営課

093 自転車通行空間の整備 優先整備路線整備
延長

16.6km
（目標：令和７年度末）

7.5ｋｍ
（赤塚公園通り、ときわ通
り、福寿通り、前野中央通
り、大谷口通り、中丸通り、
ほか）

関係機関と遅滞なく協議し、計
画どおり整備を完了することが
できた。

土木計画・交
通安全課

090 げんきっ子トラフィックス
クール

実施園数 66園
（現状：令和２年度末）
実施園数増を目標とする
（目標：令和７年度末）

075 出張歯みがき指導 実施か所数 ９か所
（現状：令和２年度末）
73か所
（目標：令和7年度末）

105か所 保育園等からの依頼に応じて
抽選で実施しており、歯ブラシ
リサイクルで作られた手鏡を用
いて歯みがきを練習し、口から
始めるSDGsと環境保全につい
て体験してもらった。出張指導
とともに、資料提供と動画案内
も実施している。

板橋健康福祉
センター

079 予防接種 麻しん風しん混合
第１期接種率

99.6％
（現状：令和２年度末）
95.5％
（目標：令和７年度末）

94.8% 未接種者へのはがきによる勧
奨を行うなど、接種漏れのない
よう周知した。

予防対策課

Ⅱ-1 子どもの命
と健康を守

ります

Ⅱ-2 子どもが安
心・安全に
暮らせる取
り組み
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

順調

親子で一緒に考え、取り組む
きっかけを提供することで、保
護者の意識向上や親子のコミュ
ニケーション向上が図られてい
る。引き続き、子どもや家庭の
孤立化を防止し、家庭における
教育力を高めていく。

達成

区立小・中学校PTA連合会と協
力した「子どもを守ろう！合同パ
トロール」の実施を通じ、成果を
上げている。さらに関係機関と
の連携を強化しつつ、持続可
能性を見据えた効果的・効率
的な事業実施手法を模索して
いく。

達成

区内において児童発達支援セ
ンターを３か所設置している。
今後はセンター間における連
携を強化しながら、より充実した
障がい児の通所支援体制の確
保に努める。

達成

今後も、区立保育園が医療的
ケア児の受入れに係るモデル
園としての役割を果たしつつ、
需要の動向を見極めながら、私
立保育園への拡大等を検討し
ていく。

順調

引き続き、51か所すべてのあい
キッズで要支援児の受入れ体
制を確保していく。

障がい児通所支援 児童発達支援セン
ター数

２か所
（現状：令和２年度末）
２か所以上
（目標：令和７年度末）

44か所

２事業 区立小学校PTA連合会と協働
し、「こども110番クリアフォル
ダー」を作成・配付したほか、町
会 ・ 自 治 会 や 板 橋 セ ー フ
ティー・ネットワーク参加事業者
などの関係機関・団体に対し
て、パトロール・見守り活動の強
化を要請し、連携を強化するこ
とができた。

地域教育力推
進課

３か所 通所計画、指導計画を定めて
日常生活における基本的動作
の指導及び集団生活への適応
訓練を実施し、心身障がい児の
自立更生を支援した。

障がい政策課

保育運営課

122 あいキッズにおける要支援
児受入

受入可能施設数 51か所
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

会議などでの情報の共有、専
門家による現場職員への助言
など、児童の安全な受け入れに
対する支援を行った。

地域教育力推
進課

113 医療的ケア児の受入 実施園数 ２園
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

５園
（高島平あやめ保育園・
上板橋保育園に加え、
令和６年度から坂下三
丁目保育園・中板橋保
育園・ゆりの木保育園を
追加）

医療的ケア児に対する 保育
ニーズの高まりに対応するた
め、令和６年度から、区立保育
園３か所を加え、計５園へ拡大
することができた。

106 PTAと協働した安全対策
事業

実施事業数 ２事業
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

112

105 「板橋区版スマートフォン
等を使うためのルール」の
周知・啓発

リーフレット活用率 63.4％
（現状：令和２年度末）
90％
（目標：令和７年度末）

87.8% 板橋区立学校等緊急連絡・お
知らせ配信システム「スマまち」
を通じて、保護者へダイレクトに
情報を発信することができた。

地域教育力推
進課

Ⅲ-1 特に配慮が
必要な子ど
もの健やか
な成長を支

援

Ⅱ-2 子どもが安
心・安全に
暮らせる取
り組み
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

達成

要支援児に対する質の向上、
適した保育の提供に向け、適
切な指導・助言を行った。今後
も継続していく。

達成

特別支援学級、特別支援教室
ともに在籍児童生徒数が増加し
ている状況を踏まえて、学級開
設等の検討を進めていく。

順調

プログラムを策定することで、困
難を抱える父母の自立に向け
た伴走型支援を展開できている
ため、今後も継続していく。

順調

利用者は増加傾向であり、令和
7年度以降は受け入れ人数を
拡充している。今後は利用登録
者数のさらなる増加に向けて関
係機関等への周知を強化して
いく。

順調

申請は増加傾向にあり、養育費
の継続した履行確保に寄与し
た。ADR利用費用補助は初め
て申請があり、養育費立替保証
料補助についても、引き続きあ
らゆる機会・媒体を通じて周知
していく。

達成

平日の開所時間以外もコール
センターで受電対応するなど相
談体制を確保し、迅速な対応と
早期解決を図っている。引き続
き、各相談に丁寧に対応してい
く。

貧困や虐待
から子どもを

守ります

Ⅲ-2

支援課

149 養育費確保支援事業 申請件数 30件
（目標：令和７年度末）

41件 区の戸籍窓口や板橋区公証役
場にチラシを置いているほか、
ひとり親家庭相談窓口主催の
セミナーで、離婚前の方へ養育
費確保支援事業を周知した。

生活支援課

146 子どもの学習・生活支援事
業「まなぶーす」

利用登録者数 134人
（現状：令和２年度末）
150人
（目標：令和７年度末）

155人 教室の受け入れ態勢を強化し
たこともあり、令和６年度は昨年
度より利用登録者数が増加し
た。

生活支援課

生活支援課

137 母子・父子自立支援プロ
グラム策定事業

策定件数 ７件
（現状：令和２年度末）
15件
（目標：令和７年度末）

25件 令和６年度は給付金を利用す
るためにプログラムの策定を要
件として加えたこともあり、例年
より新規策定件数が増加した。

162 子ども家庭支援事業 相談対応件数 474件
（現状：令和２年度末）
相談対応件数増を目標と
する
（目標：令和７年度末）

1,536件（新規受理件数
のうち虐待を除く）

保護者の病気や経済状況な
ど、家庭環境に何らかの課題が
ある子育て家庭の相談が増加
傾向にある。子ども家庭総合支
援センター内での情報共有及
び支援策の組織的な検討につ
なげている。

保育サービス
課

134 特別支援学級の設置 開設数
※特別支援教室拠
点校含む

36校
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

36校 特別支援学級・特別支援教室
の教員について、指導の工夫
改善をめざした研修をそれぞれ
年３回実施しているほか、特別
支援学級では、指導方法の情
報共有のため、担任会を定期
的に実施している。

131 要支援児保育巡回指導 実施園数 129園
（現状：令和２年度末）
実施園数増を目標とする
（目標：令和７年度末）

指導室

144園 新たに要支援児が在籍する保
育園に対して、心理士を迅速に
手配した。

Ⅲ-1 特に配慮が
必要な子ど
もの健やか
な成長を支

援

5/10



指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

順調

関係機関や近隣住民からの通
告や相談は、今後も増加してい
くことが見込まれる。迅速で適
正な初動対応が行えるよう、引
き続き、関係機関等と綿密に情
報交換を行っていく。

順調

令和5年度と比較し、4件純増と
なった。新たな取組として、説
明会の申込みについて電子申
請を可能とするほか、区内商業
施設での普及啓発活動回数を
増やしていく。

順調

板橋のiカリキュラム活用実践校
を高島地区から１校指定する。
自己調整型の学習等、求めら
れる授業のあり方と、「読み解く
力」の関係性を整理し、わかり
やすく発信していく。

達成

教室をクラス分けすることで、興
味関心の段階からコア層まで取
り入れられた点が非常に良かっ
た。今後は、当日キャンセルへ
の対応や参加者上限などを検
討をしていく。

順調

令和４年度からブランド戦略の
１事業と位置付けたため、「こど
もアトリエ」に事業名を変更し、
以降、軌道に乗り実施できてい
る。

Ⅲ-2 貧困や虐待
から子どもを

守ります

Ⅳ-1 これからの
社会を生き
抜く力を養
成

171 ロボットプログラミング教室
の実施

実施回数 34回
（現状：令和２年度末）
52回
（目標：令和７年度末）

127組349人
（親176人、子173人）

多くの方が参加しやすいよう、
家族単位での参加を可とし、ゆ
とりを持った定員設定とした結
果、講師の目が行き届き、会話
を交えた双方向の講座とするこ
とができた。

文化・国際交
流課

175 子ども向け美術普及 ひよこ・たぬきアトリ
エ参加者数

０人※事業中止
（現状：令和２年度末）
144人
（目標：令和７年度末）

74校 全区立学校において、教育課
程に位置付けるよう指導した。
板橋のiカリキュラム（読み解く
力）活用実践校として７校を指
定し、「活用実践校報告会」を
年間１１回開催した。リーディン
グスキルテストを実施し、児童
生徒の実態把握に努めた。

指導室

146回 参加者の成熟度に合わせられ
るよう初級・中級・上級の３段階
で教室を設定した結果、多数の
応募があり、目標値を上回る成
果を上げることができた。

生涯学習課

167 読み解く力の促進 実施状況 対象の全児童・生徒実施
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

援助課

165 里親事業 養育家庭登録数 22件
（現状：令和２年度末）
44件
（目標：令和７年度末）

32件 毎月1回地域を変えての里親説
明会や体験発表会、区内小中
学校へのチラシ配布、区内掲
示板へのポスター掲示、子ども
わくわくフェスタや区民まつりへ
のブース出展など様々な方法
で普及啓発を行った。

援助課

163 子ども家庭援助事業 児童虐待受理件数 1,300件
（目標：令和７年度末）

1,131件 警察や学校、病院等の関係機
関と定期的に意見交換会を行
い、児童虐待が生じた場合や
疑いがある場合の初動対応に
ついて、それぞれの役割を確
認するとともに、情報交換を行
い、連携を深めている。

Ⅳ-1 これからの
社会を生き
抜く力を養

成
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

順調

コンクール参加校数は若干減
少しているが、個別相談会の参
加人数は増加している。出張授
業は減らしていく方向である
が、代わるものとして、調べ学習
の進め方を動画配信し、周知に
も力を入れていく。

順調

前年度と比べて10代の新規登
録が9％増加しており、10代の
高校中退児童と保護者が来所
するケースが目立った。20代は
変わらず、30代は16％減、40代
は10％増でハローワークからの
リファーされたケースが多い。広
報に合わせて施設見学会や保
護者対象セミナーを開催するな
ど、引き続き周知に努めていく。

順調

新型コロナウイルス感染症が５
類感染症へ移行してから、参加
者数は回復傾向にある。引き続
き、周知方法や実施方法等の
見直しを図りながら、事業を展
開していく。

達成

問題行動調査の速報値では、
不登校児童生徒数が減少して
いる。また、令和７年度は運営
委託を中学校11校で実施する
ほか、「学校と家庭の連携推進
事業」を中学校11校、小学校3
校で実施する。今後も中学校に
おける運営委託の拡大を検討
していく。

毎月図書館など公共施設・就
労 支 援 機 関 ・ 保 健 福 祉 セ ン
ター・居場所支援機関へパンフ
レット・セミナー予定表・見学会
チラシを配布したり、広報いた
ばし・区の公式LINE・町会掲示
板へのポスター掲示・SNSやHP
へ誘導を行ったりすることで周
知に努めた。自立相談支援機
関とコンタクトを取り、情報共有
や相互リファーを適宜実施し
た。

学校内に居場所を整備するよう
求めるとともに、中学校３校にお
いて運営委託を実施したほか、
都事業の「学校と家庭の連携推
進事業」を活用し、中学校5校、
小学校３校で支援員を配置し
た。中学校においては、区独自
にスクールカウンセラーを配置
し、総合的に生徒をケアする体
制を整備した。

重点校数 ５校
（現状：令和２年度末）
現状維持
（目標：令和７年度末）

211 いたばし若者サポートス
テーション

新規利用者数 71人
（現状：令和２年度末）
140人
（目標：令和７年度末）

０人※事業中止
（現状：令和２年度末）
延500人
（目標：令和７年度末）

72人

15校 指導室220 不登校改善重点校事業の
実施

区立小学校　44校
区立中学校　３校
私立小学校　1校

ホームページ・SNSで調べる学
習相談会などを情報発信した。
また、調べ学習の進め方動画
を配信し、自由に閲覧できる環
境を整えた。学校に対しては、
出張授業を行い、児童に調べ
る学習の説明を行った。また、
図書館内で相談会を実施し、
調べる学習の支援を行った。

中央図書館209 図書館を使った調べる学
習コンクール

参加校数 51校
（現状：令和２年度末）
66校
（目標：令和７年度末）

産業振興課

213 中学・高校生の子育て体
験事業

ボランティア受入
延べ人数

中学生：118人
高校生：９人

中学生が保育士の仕事を経験
することや幼児と触れ合う機会
を通じて、将来の職業選択の一
つとして検討できる新しい視点
を提供できた。

保育運営課

Ⅳ-1 これからの
社会を生き
抜く力を養

成

Ⅳ-2 自信をもっ
て大人へと
成長する子
どもと家庭を

支援
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

順調

昨年度よりも登録児童・生徒数
は減少したものの、区内の不登
校児童は増え続けており、フレ
ンドセンターの重要性はますま
す高まっている。今後も、一人
ひとりの課題に寄り添い、安心
して過ごせる居場所として多様
な学びを提供し、社会的自立
に向けて支援していく。

順調

中学校では、教員とスクールカ
ウンセラーが連携し、課題に対
して迅速に支援できるように
なっている。今後は、小学校へ
の働きかけや、より多くのケース
に対応できる体制づくりが必要
である。

順調

全校へのコミュニティー・スクー
ル委員会設置から５年経過し、
少しずつ増えてきている。令和
６年度から新たにキックオフミー
ティングも開催しており、学校支
援地域本部と両輪・協働の体
制づくりをさらに強化していく。

順調

令和７年度から統括コーディ
ネーターを４名に増やすなどサ
ポートを強化する。また、コー
ディネーターの横のつながりも
広げ、全校の底上げを図り、コ
ミュニティ・スクール委員会と両
輪・協働の体制を構築できるよ
うに各学校を支援していく。

Ⅴ-1 子どもが誇
りを持てるい
たばし

232 学校支援地域本部事業の
推進

学校支援ボラン
ティア数

68,823人
（現状：令和２年度末）
102,200人
（目標：令和７年度末）

69,781人 地域コーディネーター情報交
換会等を開催し、好事例を共
有するとともに、統括コーディ
ネーター等によるアドバイスを
行 っ た 。ま た、 統括 コー ディ
ネーターが新任校長の学校を
訪問し、学校支援地域本部の
活用方法について支援した。

58% 板橋区コミュニティ・スクール
（ iCS）の理念を浸透させるた
め 、 ア ド バ イ ザ ー 派 遣 、 iCS
フォーラムやCS委員向け研修
等を行うなど、関係者の意識向
上につながる取組を行った。
また、広報誌(iCSレター)を年6
回発行し、好事例の情報発信
を行った。

地域教育力推
進課

地域教育力推
進課

教育支援セン
ター

5,814回 令和５年度からスクールソー
シャルワーカーを中学校に配
置する拠点校型にし、校内会
議等に出席することで、多様な
情報が得られ、支援ニーズも把
握しやすくなったため、表面化
しづらい課題にも対応できてい
る。

教育支援セン
ター

231 コミュニティ・スクール委員
会の運営

学校経営にiCSを
取り入れている度
合い

46.2％
（現状：令和２年度末）
70％
（目標：令和７年度末）

224 スクールソーシャルワー
カーの活用

訪問延べ回数 1,213回
（現状：令和２年度末）
1,600回
（目標：令和７年度末）

223 板橋フレンドセンター（適
応指導教室）

登録児童・生徒数 148人
（現状：令和２年度末）
180人
（目標：令和７年度末）

185人 様々な体験教室等行事の実施
や、プログラミングロボットを新
規に購入し、学習環境を充実さ
せるなど、通級生の満足度の向
上に向けて取り組んだ。保護者
交流会も昨年度に引き続き実
施し、保護者間のつながりにも
働きかけた。

Ⅳ-2 自信をもっ
て大人へと
成長する子
どもと家庭を

支援

8/10



指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

計画変更

子育て支援員養成講座の受講
者数は年々減少し、また、東京
都において、年間を通じて当該
講座を実施しているため、区民
への影響が少ないことに鑑み、
令和６年度をもって本事業を廃
止した。

順調

職場体験については、今後も、
総合的な学習の時間や特別活
動の目的や内容に沿い、区立
中学校全校で実施していく。

順調

中高生・若者のi-youth事業へ
の主体的な参加が促され、事
業を中高生・若者の企画・運営
で実施する文化が形成されつ
つある。今後も中高生・若者主
体の事業づくりを支援していく。

達成

各講座とも概ね定員を超える応
募があり、平均満足度は98 ％
を超えた。引き続き図書館サ
ポーター（ボランティア）の育
成・技術向上のための講座を実
施していく。

生涯学習課

245 図書館サポーターの育成

子どもが誇
りを持てるい
たばし

Ⅴ-1

講座数 ３回
（現状：令和２年度末）
８回
（目標：令和７年度末）

８回 多様な子どもたちへのサポート
を推進するための講座を実施し
た。サポーター交流会を開催
し、サポーター同士の交流・情
報交換の機会を設けた。

中央図書館

240 若者の居場所づくり事業 i-youth利用者が
企画運営に携わる
事業・イベント数

９事業
（現状：令和２年度末）
事業・イベント数増を目標
とする
（目標：令和７年度末）

７事業
（ダンスフェスタ１回、
ミュージックコンサート2
回、まなフェスi-youth企
画「i-youth食堂」１回、
シーズンコンサート3回）

中高生・若者が自ら事業の企
画運営に携わり、仲間と共に創
造する楽しさを得られるよう事業
の運営方法を工夫した。
また、生涯学習センターで活動
している方々が事業に参加でき
る機会を一部提供し「世代を超
えた交流」も実現できた。

※事業廃止（R6） 保育運営課

22校 地域にある様々な業種の企業
や団体、教育関連機関に協力
をお願いした。また、職場体験
の効果を最大限に高めるため
に 、 事 前 事 後 学習 の充 実を
図った。生徒たちの振り返りで
は、「将来の夢が明確になっ
た」など働くことについて前向き
に考えるようになった。

指導室238 職場体験学習（中学生向
けインターンシップ）

実施校数 ３校※コロナの影響による
（現状：令和２年度末）
22校
（目標：令和７年度末）

234 子育て支援員の活動支援 子育て支援員養成
講座修了者数

０人※事業中止
（現状：令和２年度末）
毎年70人
（目標：令和７年度末）

―
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指標
計画策定時と令和7
（2025）年度目標

令和６（2024）
年度実績

事業の遂行にあたって工夫した
ことやその成果など

担当課
実績に対する評価
及び今後の方向性

定量的実績

いたばし子ども未来応援宣言2025「実施計画2025」計画事業進捗状況一覧

基本
目標

施策 № 事業名

実績確認項目

順調

令和６年度は目標数を上回る８
社の応募があり、順調に事業を
実施できた。今後も産業振興公
社等と連携して制度の周知を
図り、区内企業におけるワーク・
ライフ・バランスを推進し、家庭
生活と仕事を両立しやすい環
境づくりを進めていく。

順調

指定管理者と連携し、こども動
物クラブ限定ポニー教室の開
始や、ポニー引馬の対象年齢
引き下げなど、イベントやプログ
ラムを工夫し、利用者数の増加
をめざす。

順調

より良い青少年の居場所づくり
の検討と運営に取り組むべく、
引き続き情報発信や環境整備
を進める。

271 i－youth（あい・ゆーす） 利用者数 14,346人
（現状：令和２年度末）
40,000人
（目標：令和７年度末）

i-youth利用者 27,532人
（大原 15,966人、成増
11,566人）

若者の居場所づくり事業参加
者に対し、練習場所や交流機
会の提供などを通じ、施設近隣
に住む中高生以外の利用にも
つなげたほか、未来の中学生
である小学生の利用促進にも
取り組んだ。

生涯学習課

Ⅴ-2 「子育てす
るなら”いた
ばし”で」を
実現

251 いたばしグッドバランス推
進企業表彰

応募企業数 ４社
（現状：令和２年度末）
５社
（目標：令和７年度末）

応募企業数８社 産業振興公社、板橋法人会、
板橋産業連合会、東京商工会
議所板橋支部といった関係機
関と連携し、周知した。令和６年
度から、受賞企業紹介のための
展示用パネルを作成し、各種
事業で掲示する取組を開始し
た。

男女社会参画
課

269 板橋こども動物園 利用者数 341,754人
（現状：令和２年度末）
600,000人
（目標：令和７年度末）

563,892人 令和６年度にPVを作成し、動物
展示の工夫やこども動物クラブ
の取組み等、魅力発信に力を
入れた。ホームページでの配信
や区役所内モニターで放映す
るなど、より多くの方に見てもら
えるよう工夫した。

みどりと公園課
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